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調 査 位 置 図 

● 下長遺跡調査地 

またT-１の南東部では、直径約３メートル、深さ約1.３メートルの井戸

（SE-1）が見つかりました。中には井戸枠を構成していたと思われる木

材の他に、古墳時代後期のものと思われる須恵器、植物の種や皮などが見

つかりました。 

 今回の調査、北西側の既往調査で見つかっている古墳時代の集落が、今

回の調査地にまで広がっていたことが判明しました。 

（今村） 

▲SE-１ 検出風景 東側から撮影 ▲SE-1 から出土した須恵器 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み考古学教室 
 

当センターにおいて、夏休み考古学教室を開催しました！ 

 7月30日(土)に開催した第一回の「古墳時代の鏡をつくってみよう！」では

、十四名の参加がありました。 

 作り方は鏡の型に低温融解金属を流し込み、バリを取ります。そして鏡面を

紙やすりで荒さを替えて磨き、水に浸けて磨き続け、最後には顔がきちんと

映るほどのピカピカになりました。 

 

３ 

ト ピ ッ ク ス  

第二回は 8 月 9 日（水）に「海水から塩づくり」を開催しました。 

 海水を煮詰めて、約1０分の１にし、一度フィルターで不純物をこし取りま

す。この作業を怠れば苦く出来の悪い塩になってしまいます。 

その後に再び煮詰め、同じくフィルターを使い、塩とにがりに分離させます。

最後に鍋で炒って水分を完全に飛ばして完成です。 

参加者は勿論ですが、付き添いの保護者の方も熱中しておられました。中に

は、夏休みの自由研究にすると仰っていた参加者もいます。 

これからも様々な企画を催しますので、その折には是非またご参加ください。

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲安間家住宅は篠山市の史跡に指定されて

いて、現在は資料館として活用されています

第２回見学会を開催しました！ 

去る7月14日（金）に「丹波焼きのふるさと、篠山を訪ねて」というテー

マの下、第２回見学会を開催しました。 

参加者は事務局を含めて29名で、見学先の丹波篠山市・丹波焼古陶館では

中世六古窯のひとつである丹波焼きの歴史を、史跡篠山城西側の御徒士
お か ち

町に

残る安間家
あ ん ま け

住 宅
じゅうたく

では、その住人であった「徒士」という下級武士と城との関

わりを学ぶことができました。 

また、整然とした町割りを今も残し、清楚な佇まいを醸し出す篠山城下を

散策することもできました。暑さ厳しい中の見学会でしたが、有意義な一時

を過ごすことが」できました。 

※徒士とは馬に乗ることが許されない武士。篠山藩では城の西側の区画に、徒士

身分の武家屋敷が配置されています。 

４ 

埋蔵文化財センター友の会だより  

▲丹波古陶館のからご説明頂きました。 ▲丹波古陶館 

▲風格のある城下町の散策風景 


